
April 2015 つながり 18

電車がで きるまで

つながり January 201419

電車がで きるまで
 この春、日本列島はまた一回り、小さくなった。
 ３月に「北陸新幹線」が開業したからだ。
「長野－金沢間」が新たにつながり、
 最高速度260㌔㍍/時で
「東京－金沢間」を駆け抜ける。
 話題をさらった新たな新幹線だが、
 鉄道は長距離だけでなく、
 毎日の通勤や通学においても
 必要不可欠な基幹インフラになっている。
 われわれを安全かつ快適に
 目的地まで運んでくれる電車は
 どのようにつくられるのか。　　　　　　（編集部）

 製品の
ライフサイクル
を追う

特集
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史
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受
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４
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▲３月に「長野－金沢間」が開通した北陸新幹線。最高速度２６０㌔㍍/時で、
最短で「東京－金沢間」を２時間２８分で結び、日本が一回り小さくなった。
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込
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に
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▲「機械遺産」に登録されているステンレス鋼製の車両群。（神奈川県横浜市の総合
車両製作所横浜事業所構内）

▲鉄道システムはインフラ輸出の「切り札」に。（ＪＲ東日本、東芝、丸紅によるタイ
での都市鉄道整備事業、イメージ画像）

わが国の電車の歴史
1890年 東京・上野公園でスプレーグ・システムによる路面電車が公開運転

    95年 京都電気鉄道が初の営業運転を開始

1903年 大阪市で市営初の電車が運行開始

    04年 甲武鉄道（のちに国鉄）で、鉄道路線での電車が初運行

    24年 南海鉄道で電車としては初めて食堂車やトイレを設置

    49年 国鉄（のちのＪＲ）で中距離用電車を開発

    50年 「東京駅」－「伊東駅」間を運行する準急列車「あまぎ」投入

    64年 東海道新幹線開業

    67年 国鉄が世界でも珍しい寝台・座席車兼用の車両を開発

    72年 山陽新幹線開業

    73年 国鉄が自然振り子式車両を開発

    82年 東北新幹線、上越新幹線開業

    97年 北陸新幹線・東京－長野間開業

2004年 九州新幹線開業

    15年 北陸新幹線・長野－金沢間開業



電車のライフサイクル

鉄鉱石採掘

使用・保守リサイクル・リユース
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加工・変換

溶解・精錬・鋳造・圧延
ステンレス鋼

溶接ロボット工作機械

加工・製造

輸送・配送

海外譲渡
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。
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熟
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械
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。
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収
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。
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。
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。
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膜
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と
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。
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通
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。
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。
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だ
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▲ステンレス車両の
製造風景。広大な
工場ではさまざまな
作業が続いている。

▶電車の素材とな
るステンレスは木製
のパレットに梱包さ
れて搬入される。
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②
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①
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③
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④
、
る
れ

た
の
こ
。
る
れ
ら
げ
挙
が
ど
な
と
こ
―
い

に
化
量
軽
は
点
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用
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と
こ
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に
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を
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体
車
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。
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ら
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レ
ン
テ
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つ
持
を
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特
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レ
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テ
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の
東
「
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て
つ
か
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東
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れ
わ
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」
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西
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を
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西
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。
る
い

ミ
ル
ア
、
に
材
ス
レ
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レ
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西
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を
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車
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。
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、
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０
０
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が
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軽
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、
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レ
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目
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し
と
料
材
両
車
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た
新
、
後
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ス
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プ
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強
維
繊
素
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の
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て
れ
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に
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的
術
技
が
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日
。
だ
材
素
合
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実
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機
空
航
は
維
繊
素
炭
つ

拡
途
用
な
ま
ざ
ま
さ
、
在
現
た
れ
さ
化
用

鉄
は
維
繊
素
炭
。
る
い
て
れ
さ
討
検
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。
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Ｃ
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用
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。
る
あ
も
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と
る
れ
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進
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、
鋼
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ら
か
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の
両
車
道
鉄

と
鋼
金
合
う
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と
ミ
ル
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ス
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▲ステンレスは切断や曲げ加工などが施され、車両の各部分に活用される。

▲電車の車輪。見るからに頑健そうだ。



April 2015 つながり 26

　ＪＲ新潟駅から南南西におよそ15㌔㍍。総合車両製作所（J-TREC）
新津事業所が姿を現す。敷地面積15万平方㍍という巨大な工場では、
協力会社を含め約600人の社員と約1000台に達する工作機械が、年
間240車両を生み出している。もともとは国鉄新津工場で、国鉄民営
化後もＪＲ東日本の新津車両所として、おもに車両の修繕・保守の中
核拠点に位置づけられてきた。しかし1994年には新津車両製作所と
して車両の計画から設計、製造、運用、リサイクルに至る「車両トー
タルマネジメント」の実現を目指し、東急車輛製造（現J-TREC）の
技術供与を受けて車両製造に着手。その後、JR東日本による東急車
輛製造買収などを経て、2014年４月には会社吸収分割の再編手法に
よりJ-TRECと経営統合。現在ではJ-TREC新津事業所として活動を展開している。おもにJR東日本向けに「E233系」、
「E129系」などを生産しているが、今回はJ-TREC新津事業所を舞台に電車（E233系）の製造工程を見てみよう。

電車　　  ができるまで
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◀ステンレスを全自動で
折り曲げる。電車の製
造工程にはロボットが随
所で活躍する。
▼自動化とともに、素
材の加工には熟練の技
も欠かせない。

◀電車の屋根の溶接。
さまざまな部品が
取り付けられていく。

E233系
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◀6面を組み合わせ、「箱」になった電車。
大型クレーンでつり上げられた姿は圧巻だ。

◀電車の側面部。屋根や
側面、床面はそれぞれの
工程で組み立てられていく。
▼屋根の取り付け風景。
慎重かつ正確な作業が求
められる。
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▲職人が微妙な感覚で歪みを修正していく。

▲乗降用のドアに窓ガラスを取り
付けていく。女性が活躍する姿も。

◀車内に敷設
されるケーブル
を組み立て・チ
ェックする。
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▲車内にケーブル
などを敷設していく。
◀ここでも高い技
能を持った職人技
が生かされている。

▲巨大な台車の溶接。「鉄
の塊」にさまざまな部品
が取り付けられていく。
▶台車に車輪が組み込ま
れる。
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T O P I C S
トピックス 海外で活躍する「退役車両」
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M
iyashita Naoto

　毎日、多くの人や荷物を完全かつ
快適に運び続ける電車だが、任務を
終えた車両はどうなるのか。ひとつ
は廃車となり、リサイクルに回され
る。金属の塊である鉄道車両はリサ
イクルしやすく、一般的なリサイク
ル率（重量ベース）は９割を超える。
「リサイクルの優等生」といえるだ
ろう。
　日本国内を走り続けた車両が、海
外に譲渡されるケースも増え始めた。
鉄道網の整備・強化を目指す新興国
に渡り、再び「輝き」を取り戻す車
両も少なくない。
　JR東日本では2013年から、埼京
線で使用してきた車両をインドネシ
アの鉄道事業者「ジャカルタ首都圏

鉄道会社」に譲渡している。初年度
は180両だったが、翌2014年には横
浜線で活用していた205系車両176両
を追加譲渡。「メイド・イン・ジャ
パン」の鉄道車両が、ジャカルタの
地で再び活躍中だ。
　JR東日本では車両の提供に加え、
技術者を派遣し現地で車両保守のノ
ウハウを伝授しているほか、鉄道シ
ステムのオペレーションやマネジメ
ントなど総合的な情報を提供するこ
とでインドネシア側と合意。大都市
における渋滞や温暖化対策を強めた
い新興国の「モーダルシフト」を積
極的に支援している。
　わが国の鉄道システムは世界最高
水準にあり、高速鉄道を筆頭にイン

フラ輸出の中核を占めるが、「退役
車両」も国際貢献の一翼を担ってい
る。世界の各所で見慣れた日本製車
両に乗車できる機会はますます増え
ていきそうだ。

▼インドネシアで今も活躍する「退役車
両」。メイド・イン・ジャパンが海を越
えて、再び活躍の舞台が与えられている。
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◀別々の工程で
出来上がった車
体と台車をドッ
キングさせる。

◀完成した車両は工場内
に敷設された専用レール
を走り、JR東日本新潟車
両センターに移送される。

▲車両は台車と合体し、最終検査を行う。


